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かけがえのない地球環境を次世代に引き継ごう�
持続可能な社会の構築のために�

代表取締役社長�

　地球温暖化、環境汚染、オゾン層破壊などの地球環境問題が深刻化する現在、私たちは「持続可能性」という人類

共通の新たな理念を共通認識として持つようになってきました。そして、この理念を具体化するために「持続可能な

社会の構築」に向けて、行政、企業、消費者は互いに連携し、歩みはじめました。�

　企業活動と環境との調和をはかる環境経営の実践は、企業の最重要課題の一つとなっています。さらに、本年2月に

京都議定書が発効したことで、CO2等の温室効果ガスの排出量削減への取り組みやEUを中心とした電子機器に�

関する環境関連法規制への対応等、地球環境保全活動の推進はこれまで以上に重要性を増しています。�

　YOKOGAWAグループでは 「YOKOGAWAは 計測と制御と情報をテーマに より豊かな人間社会の実現に�

貢献する」、「YOKOGAWA人は 良き市民であり 勇気をもった開拓者であれ」を企業理念に据え、かけがえのない�

地球環境を次世代に引き継ぐための行動を実践しています。�

　具体的には、本報告書のなかで特集としてご紹介させていただいた統合生産制御システム「CENTUM」、エネルギー

管理パッケージ「Enemap」等の製品を通じて、省資源、省エネルギー、CO2排出量の削減のためのソリューションを、

幅広くお客様にご提供しております。また、製品の設計にあたっては、環境調和型製品設計ルールを適用しており、�

特に2004年度は、「製品に含まれる有害物質基準」を全面的に見直し、有害化学物質の削減に努めております。�

　YOKOGAWAグループは、これまで蓄積した技術とノウハウを活用し、環境ソリューションと環境調和型製品の提供、

自らの事業活動における環境負荷の低減、さらにお取引先や地域社会との協調により、持続可能な社会の構築に貢献

できるものと確信しております。また、これからもコンプライアンスや企業行動規範を徹底するとともに、その実効性を�

高めるための仕組みや教育を充実させ、法令や規範遵守に努めていきます。そして健全で利益ある経営（Healthy＆

Profitable Operation）をYOKOGAWAグループ全体に展開してまいります。�

　私は、環境経営とは、こうした一連の取り組みを着実に実践するとともに、環境情報等の開示を通して経営の透明性

を確保し、説明責任を果たすことだと考えています。本報告書を通じてYOKOGAWAグループの環境経営に対する�

取り組み姿勢と活動をご理解いただくとともに、多くの皆様と双方向のコミュニケーションができることを希望しております。

本報告書をご高覧いただき、忌憚のないご意見を賜れば幸いに存じます。�

　2005年6月�

*YOKOGAWA_p00～36コピー  05.8.4 3:49 PM  ページ 2


